
「
二
条
院
讃
岐
の
人
生
」

前
半
生
を
中
心
に

伊

佐

迪

子

〔
抄

録
〕

二
条
院
讃
岐
の
先
行
研
究
で
は
、
藤
原
重
頼
の
系
図
に
讃
岐
の
名
が
見
え

る
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
系
図
に
讃
岐
を
当
て
は
め
て
讃
岐
の
人
生
を
推
測

し
、
更
に
は
讃
岐
の
人
生
を
も
創
出
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
讃

岐
の
前
半
生
を
系
図
以
外
の
一
次
資
料
を
出
来
る
限
り
精
査
し
て
、
解
明
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

既
発
表
二
編
の
拙
稿
で
解
明
し
た
讃
岐
の
実
人
生
に
深
く
係
っ
て
い
る
藤

原
兼
実
に
加
え
て
、
皇
嘉
門
院
も
讃
岐
の
実
人
生
に
大
き
な
係
わ
り
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
讃
岐
の
前
半
生
は
高
貴
な
人
々

の
中
に
あ
っ
て
、
二
条
天
皇
と
の
宿
縁
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

本
稿
で
は
兼
実
の
青
年
期
の
動
静
を
軸
に
、
社
会
状
況
も
十
分
考
慮
し
て

考
察
を
進
め
た
の
で
、
讃
岐
の
動
静
が
よ
り
明
確
に
把
握
出
来
た
と
思
う
。

先
行
研
究
で
は
讃
岐
の
年
表
作
成
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
稿
に
よ
り

前
半
生
の
年
表
が
可
能
な
限
り
作
成
で
き
た
の
で
、
後
半
生
を
合
わ
せ
た
よ

り
完
全
な
年
表
の
作
成
を
目
指
そ
う
と
思
っ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

前
半
生
、
年
表
、
皇
嘉
門
院
、
藤
原
兼
実
、
二
条
天
皇

は
じ
め
に

二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
は
拙
稿１

）

に
よ
り
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
が
、
若

い
頃
の
動
静
が
未
だ
完
全
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
二
条
天
皇
の
内
裏
へ
女
房

出
仕
し
た
時
期
、
女
房
出
仕
を
辞
退
し
た
時
期
、
そ
の
後
、
右
大
臣
藤
原
兼
実
の

許
へ
女
房
出
仕
を
す
る
ま
で
の
間
、
身
を
寄
せ
て
い
た
人
物
は
誰
な
の
か
な
ど
、

解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
か
な
り
残
っ
て
い
る
。
従
っ
て
二
条
院
讃
岐

の
年
表
は
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
作
成
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

か
つ
て
「『
玉
葉
』
に
見
え
る
二
条
院
讃
岐
像
」
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、『
玉

葉
』
の
中
に
見
え
る
「
女
房
」
表
記
に
注
目
し
て
資
料
の
収
集
を
図
っ
た
が
、
こ

の
た
び
は
兼
実
の
動
静
に
注
目
し
て
兼
実
の
側
か
ら
見
た
女
房
へ
の
対
応
策
を
探

っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
『
玉
葉
』
を
再
読
し
て
兼
実
の
行
動
を
細
か
く
追
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跡
し
、
兼
実
が
女
房
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
検
分
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
『
玉
葉
』
の
記
述
開
始
は
十
六
歳
の
兼
実
が
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）

内
大
臣
の
時
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
の
二
条
院
讃
岐
を
取
り
巻
く
事
情
は
不
明

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当
時
の
周
辺
事
情
に
も
目
を
向
け
て
、
種
々
の
事
情
を
勘

案
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
二
条
院
讃
岐
の
動
静
不
明
な
時
期
の
解
明
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば
、
二

条
院
讃
岐
の
前
半
生
の
年
表
が
作
成
可
能
に
な
る
。
以
下
の
記
述
で
は
二
条
院
讃

岐
を
讃
岐
と
の
み
表
記
す
る
。
ま
た
本
稿
に
お
い
て
、
讃
岐
の
出
生
年
を
以
下
の

事
由
に
よ
り
設
定
す
る
。「
正
治
初
度
百
首
」
の
詠
進
歌
の
中
に
「
六
十
路
の
春

も
近
づ
き
に
け
り
」
と
あ
る
の
に
拠
り
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
を
五
十
九
歳
と

定
め
、
そ
れ
よ
り
遡
及
し
て
出
生
年
を
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
に
設
定
し
、
年

齢
は
数
え
年
で
表
示
す
る
。

東
宮

二
条
天
皇
の
内
裏
で
は
讃
岐
と
同
僚
の
三
河
内
侍
｜
為
業
（
寂
念
）
女
｜
と
い

う
人
物
が
見
え
て
お
り
、
讃
岐
と
は
か
な
り
後
年
ま
で
接
触
の
あ
っ
た
女
房
で
あ

る
。
早
く
か
ら
父
に
伴
わ
れ
て
歌
林
苑
や
歌
人
た
ち
の
歌
会
な
ど
に
出
か
け
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
讃
岐
は
、
東
宮
女
房
の
三
河
内
侍
と
は
既
に
知
り
合
い
だ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
讃
岐
も
同
じ
よ
う
に
東
宮
女
房
に
出
仕

し
た
い
と
い
う
想
い
を
、
叶
え
た
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
い
え
よ

う
。『

二
条
院
讃
岐
集
』
に
は
、
讃
岐
が
三
河
内
侍
と
左
記
の
よ
う
な
贈
答
歌
を
交

わ
し
て
い
る
の
が
見
え
て
い
る
が
、
贈
歌
を
す
る
讃
岐
の
遠
慮
の
な
い
心
映
え
が

窺
わ
れ
る
。
な
お
先
行
研
究
で
は
讃
岐
と
三
河
内
侍
は
年
の
差
が
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。

三
河
内
侍
の
歌
を
よ
し
な
ど
、
人
々
申
し
あ
ひ
し
か
ば
、

つ
か
は
し
け
る

花
の
か
の
み
に
し
む
ば
か
り
に
ほ
ふ
か
な
い
か
な
る
家
の
風
に
か
あ
る
ら
ん

返
し

春
の
う
ち
に
に
ほ
ふ
ば
か
り
の
花
の
香
を
い
か
な
る
家
の
風
と
か
は
見
る

東
宮
と
は
二
条
天
皇
の
皇
太
子
の
時
期
で
あ
る
。
久
壽
二
年
（
一
一
五
五
）
九

月
廿
三
日
、
守
仁
王
は
立
親
王
、
即
日
立
皇
太
子
と
な
り
、
同
年
十
二
月
九
日
、

十
三
歳
の
守
仁
親
王
の
元
服
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
讃
岐
は
十
四
歳
で
あ
り
、

三
河
内
侍
を
一
つ
年
長
の
十
五
歳
と
設
定
す
る
。

右
記
の
贈
答
歌
は
保
元
元
年
に
な
っ
て
東
宮
の
周
辺
も
落
ち
着
い
て
き
た
頃
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
三
河
内
侍
が
東
宮
女
房
に
出
仕
し
て
い
る
の
で
、
自
分
も

出
仕
し
た
い
と
讃
岐
が
望
ん
で
も
不
思
議
で
は
な
い
。
東
宮
女
房
出
仕
に
つ
い
て

は
、
背
後
に
あ
る
父
・
頼
政
の
思
惑
も
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
保
元

元
年
（
一
一
五
六
）
に
は
保
元
の
乱
が
あ
っ
た
の
で
女
房
出
仕
は
見
合
わ
せ
て
、

讃
岐
が
十
六
歳
に
な
っ
た
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
に
東
宮
女
房
に
出
仕
し
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
讃
岐
は
二
条
天
皇
よ
り
一
歳
く
ら
い

は
年
長
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

守
仁
親
王
が
即
位
し
て
二
条
天
皇
に
な
っ
た
の
は
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
十

二
月
一
日
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
「
讃
岐
は
二
条
天
皇
の
内
裏
女
房
に
十
八
歳

で
出
仕
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
十
二
月
一
日
付
け
で
女
房
出
仕
が
行
わ
れ
た

と
は
考
え
難
い
。
ま
ず
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
十
六
歳
で
東
宮
女
房
に
出
仕
し
、

一
四
六

「
二
条
院
讃
岐
の
人
生
」

（
伊
佐
迪
子
）



保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
十
七
歳
で
、
即
位
と
と
も
に
継
続
し
て
二
条
天
皇
の
内

裏
へ
出
仕
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

即
位
後
の
二
条
天
皇
は
、
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）、
永
暦
元
年
（
一
一
六

〇
）、
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
と
、
頻
繁
に
内
裏
和

歌
会
を
催
し
て
い
る
。
歌
人
た
ち
の
歌
集
か
ら
こ
れ
ら
の
内
裏
和
歌
会
の
詠
題
を

探
し
求
め
、
自
撰
集
『
二
条
院
讃
岐
集
』
か
ら
讃
岐
の
詠
歌
を
探
る
と
、
応
保
二

年
三
月
十
三
日
の
中
宮
育
子
の
貝
合
わ
せ
に
出
詠
し
て
い
る
二
十
一
歳
の
讃
岐
が

窺
え
る
。
当
時
の
内
裏
和
歌
会
で
は
内
裏
女
房
の
詠
歌
を
記
録
に
残
し
て
は
い
な

い
。
先
行
研
究
で
は
、
周
辺
の
歌
集
か
ら
讃
岐
の
内
裏
和
歌
会
で
の
詠
歌
活
動
を

探
り
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
讃
岐
が
二
条
天
皇
の
内
裏
女
房
を
勤
め
て
い
た
こ
と

を
確
認
す
る
作
業
が
さ
れ
て
い
た
。

中
宮
の
御
方
に
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
女
房
の
唐
衣
を
と
り
て
お
は
し

ま
し
た
り
し
を
、
た
づ
ぬ
る
人
も
な
か
り
し
か
ば
、
二
三
日
ば
か
り

あ
り
て
返
し
置
か
せ
た
ま
ふ
と
て
、
結
び
つ
け
よ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し

か
ば

思
ひ
か
ね
か
へ
し
つ
る
か
な
唐
衣
夢
に
も
み
ゆ
る
主
や
あ
る
と
て

右
記
は
『
二
条
院
讃
岐
集
』
に
み
え
る
詠
歌
で
あ
る
。
女
房
出
仕
か
ら
三
年
ほ
ど

の
間
、
讃
岐
は
二
条
天
皇
に
目
を
掛
け
ら
れ
て
歌
の
贈
答
を
も
重
ね
、
生
涯
で
心

が
満
た
さ
れ
た
幸
せ
な
時
期
で
あ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
詠
歌
の
と
き
の

中
宮
は

子
中
宮
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
二
条
天
皇
の
後
宮
は
早
く
か
ら
人
間

関
係
が
複
雑
で
、
多
感
な
二
十
歳
前
の
讃
岐
に
は
い
ろ
い
ろ
な
教
訓
と
悲
し
み
を

齎
し
た
よ
う
で
あ
る
。

右
の
種
々
の
情
況
か
ら
十
六
歳
で
東
宮
女
房
出
仕
、
十
七
歳
で
二
条
天
皇
内
裏

女
房
出
仕
と
設
定
す
る
。

二
条
天
皇

久
壽
二
年
（
一
一
五
五
）
に
十
三
歳
で
皇
太
子
に
な
っ
た
直
後
に
、
後
白
河
天

皇
の
妹
、

子
内
親
王
が
東
宮
妃
と
な
っ
て
い
る
。
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
十

二
月
一
日
、
二
条
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
と

子
内
親
王
は
翌
年
に
は
女
御
と
し

て
入
内
し
、
二
月
廿
一
日
に
は
中
宮
に
な
っ
た
。
二
条
天
皇
と
後
白
河
上
皇
は
親

子
で
あ
り
、
中
宮

子２
）

は
二
条
天
皇
の
姨
で
あ
る
。
二
条
天
皇
と
中
宮
と
の
仲
は

さ
て
措
き
、
二
条
内
裏
の
人
間
関
係
の
複
雑
な
一
面
を
早
く
も
見
せ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
十
八
歳
に
な
っ
た
二
条
天
皇
の
内
裏
に
は
、
い
わ
ば

大
嵐
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
二
条
天
皇
の
強
い
招
き
で
、
一
月
に
は
太
皇
大
后
宮
多

子
の
再
入
内
が
あ
り
、『
平
家
物
語
』
の
「
二
代
后
」
で
そ
の
経
緯
が
語
ら
れ
て

い
る
。
同
年
の
八
月
十
九
日
、
中
宮

子
は
受
戒
し
て
法
名
を
実
相
覚
と
名
乗
り
、

隠
棲
の
身
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
翌
年
の
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
十
二
月
十
七

日
に
は
育
子
女
御
の
入
内
が
あ
り
、
明
け
て
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
二
月
廿
九

日
に
は
育
子
女
御
は
中
宮
と
な
っ
た
。
そ
し
て
三
月
十
三
日
に
は
「
中
宮
育
子
貝

合
」
が
行
わ
れ
て
、
讃
岐
の
詠
歌
も
一
首
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
中
宮
育
子
貝
合

わ
せ
よ
り
一
ヵ
月
程
前
の
二
月
五
日
に
、
中
宮

子
に
は
高
松
院
号
が
下
さ
れ
た
。

先
行
研
究
で
は
中
宮

子
の
隠
棲
は
病
気
の
た
め
だ
と
し
て
い
る
が
、
真
偽
の
程

は
解
ら
な
い
。

長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
に
な
る
と
、
歌
人
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
「
刑
部
卿

逆
修
和
歌
会
」
に
は
参
加
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
が
、
二
十
二
歳
の
讃
岐
に
は
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内
裏
関
係
の
和
歌
会
へ
の
出
詠
が
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
内
裏
女
房
を
辞
退
し

て
、
讃
岐
は
内
裏
に
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
愚
管
抄
』
を
繙
く
と
、『
平
家
物
語
』
に
見
え
て
い
る
二
条
天
皇
と
後
白
河
上

皇
と
の
不
穏
な
仲
が
理
解
で
き
る３

）

。
天
皇
と
上
皇
の
仲
は
平
治
元
年
か
ら
応
保
二

年
ま
で
は
、
ま
ず
ま
ず
の
状
態
で
推
移
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
長
寛

元
年
（
一
一
六
三
）
に
上
賀
茂
社
で
は
天
皇
呪
詛
と
の
聞
え
が
あ
り
、「
神
お
ろ

し
」
を
捕
え
て
み
る
と
上
皇
の
近
習
者
で
あ
る
資
賢
卿
な
ど
の
所
為
と
判
明
し
た
。

当
然
な
が
ら
六
月
二
日
に
資
賢
卿
は
修
理
大
夫
を
解
任
さ
れ
て
い
る
。
事
件
は
こ

れ
の
み
で
は
な
く
、
天
皇
方
と
上
皇
方
の
あ
い
だ
で
は
他
に
も
鍔
迫
り
合
い
が
起

き
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
二
条
天
皇
は
里
内
裏
が
好
き
な
よ
う
で
、
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）

十
二
月
廿
九
日
に
八
条
殿
へ
行
幸
し
、
暫
く
皇
居
に
し
て
い
た
こ
と
が
『
百
錬

抄
』
に
見
え
て
い
る
。
そ
し
て
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
三
月
廿
八
日
に
も
「
押

小
路
南
、
東
洞
院
西
」
へ
行
幸
し
、
二
条
天
皇
は
こ
こ
を
里
内
裏
と
し
て
い
る
。

こ
の
里
内
裏
は
中
宮
育
子
を
住
ま
わ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
二
条

天
皇
は
中
宮
育
子
を
非
常
に
寵
愛
し
た
が
、
子
ど
も
は
で
き
な
か
っ
た
と
『
愚
管

抄
』
で
は
述
べ
て
い
る
。

永
萬
元
年
（
一
一
六
五
）
六
月
廿
五
日
、
讃
岐
が
二
十
四
歳
の
と
き
、
二
条
天

皇
は
譲
位
し
て
二
条
院
と
な
り
、
七
月
廿
八
日
に
は
崩
御
に
な
っ
た
。
二
条
院
を

称
し
た
の
は
僅
か
一
ヵ
月
程
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
余
り
に
も
早
い
譲

位
と
崩
御
で
あ
る
。
崩
御
の
と
き
お
傍
に
お
仕
え
し
て
い
た
人
た
ち
は
二
条
院
を

偲
び
、
歌
を
互
い
に
詠
み
合
い
贈
り
合
っ
て
亡
き
帝
を
偲
ぶ
の
が
通
例
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
は
歌
人
達
の
贈
答
歌
が
多
く
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
讃
岐

の
二
条
院
を
偲
ぶ
歌
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
讃
岐
に
対
し
て

歌
を
贈
り
あ
っ
て
共
に
亡
き
帝
を
偲
ぼ
う
と
す
る
気
配
が
、
歌
人
た
ち
の
歌
か
ら

感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
崩
御
の
時
に
、
讃
岐
が
二
条
内
裏
に
い
な
か
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
内
裏
に
い
な
く
て
も
心
が
あ
れ
ば
、
誰
か
に
偲

ぶ
歌
を
届
け
る
こ
と
は
出
来
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
見
当
た
ら
な
い
。
女
房
出
仕
の

初
め
の
頃
、
自
分
に
対
し
て
優
し
か
っ
た
二
条
天
皇
を
想
い
、
平
家
支
配
の
世
の

中
の
情
勢
を
考
え
、
源
氏
出
身
の
わ
が
身
を
思
い
、
崩
御
当
時
の
自
分
の
置
か
れ

た
立
場
を
省
み
て
、
讃
岐
は
偲
ぶ
歌
を
詠
ま
ず
に
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
よ
う
な
情
況
で
讃
岐
は
二
条
院
と
の
繫
が
り
を
自
ら
断
っ
た
が
、
後
年
、

賀
茂
別
雷
社
に
奉
納
し
た
自
撰
集
『
二
条
院
讃
岐
集
』
に
は
、
歓
び
に
満
ち
て
贈

答
歌
を
交
わ
す
在
り
し
日
の
二
条
天
皇
と
讃
岐
の
姿
が
、
二
十
七
首
に
も
及
ぶ
二

条
内
裏
関
連
の
詠
歌
の
中
に
見
え
て
い
る
。
そ
れ
は
心
の
奥
底
深
く
に
秘
め
た
讃

岐
の
心
の
痛
み
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

右
の
諸
事
情
に
よ
り
讃
岐
の
内
裏
女
房
辞
退
を
二
十
二
歳
に
設
定
す
る
。

皇
嘉
門
院

長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
閏
十
月
十
七
日
に
『
玉
葉
』
が
始
ま
り
、
兼
実
は
内

大
臣
に
任
じ
ら
れ
て
家
司
と
職
事
を
補
し
て
い
る
。
左
記
は
兼
実
（
十
六
歳
）
の

『
玉
葉
』
開
始
の
記
述
で
あ
る
。

長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
閏
十
月
十
七
日
条

権
大
納
言
経
宗
卿
、
並
下
官
、
奉

可

任

大
臣

之
兼
宣
旨
、

（
権
大
納
言
任

右
大
臣
、
余
任

内
大
臣
、）

亦
補

家
司
職
事
、

家
司
（
成
光
、
光
経
、
敦
佐
等
）

職
事
（
泰
綱
、
宗
隆
、

一
四
八

「
二
条
院
讃
岐
の
人
生
」

（
伊
佐
迪
子
）



籐
行
清
等
）

当
然
、
内
大
臣
と
し
て
そ
の
体
面
上
か
ら
も
家
女
房
が
必
要
で
あ
る
。
兼
実
が

か
ね
て
か
ら
目
を
つ
け
て
い
な
い
筈
は
な
い
の
で
、
内
裏
を
退
出
し
た
讃
岐
を
一

日
も
早
く
、
自
分
の
家
女
房
に
し
た
い
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
こ
の
よ
う
な
兼
実
の
考
え
は
讃
岐
に
と
っ
て
は
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

讃
岐
の
後
見
人
が
高
貴
な
人
で
地
位
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
讃
岐
の
社
会
的
な

地
位
の
向
上
に
繫
が
る
の
で
、
歌
人
と
し
て
世
の
中
を
生
き
て
行
く
に
は
、
兼
実

の
こ
の
思
い
は
二
十
三
歳
の
讃
岐
に
と
っ
て
幸
先
の
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

し
か
し
、
先
述
の
里
内
裏
は
源
氏
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
は

な
か
っ
た
。『
愚
管
抄
』
に
よ
れ
ば
、
平
家
方
は
里
内
裏
の
周
辺
を
取
り
囲
む
よ

う
に
し
て
宿
所
を
つ
く
り
、
朝
な
夕
な
に
平
家
方
の
多
く
の
人
々
が
里
内
裏
へ
伺

候
す
る
事
態
が
現
実
に
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
保
元
・
平
治
の
乱
を
経
て
、
息

を
潜
め
て
生
き
て
き
た
源
氏
一
族
の
置
か
れ
た
立
場
を
考
え
る
と
、
讃
岐
と
接
触

が
あ
る
の
は
平
家
方
の
人
々
ば
か
り
と
い
う
状
況
で
は
、
讃
岐
に
と
っ
て
二
条
天

皇
の
里
内
裏
は
決
し
て
居
心
地
の
よ
い
場
所
で
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
父
・
頼
政
に
し
て
も
大
切
な
娘
を
里
内
裏
に
置
い
て
、
平
家
の
人
々
の

目
に
晒
す
の
は
許
し
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
更
に
一
触
即
発
の
危
険
な

宮
中
に
大
事
な
娘
を
置
い
て
お
く
こ
と
は
、
な
お
更
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
相
談
を
し
た
の
が
源
氏
一
族
で
皇
嘉
門
院
判
官
代
の
行
頼
で
あ
り
、
そ
の

伝
手
で
内
大
臣
の
藤
原
兼
実
（
十
六
歳
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
兼
実
と
は

讃
岐
自
身
も
内
裏
で
全
く
接
触
が
な
か
っ
た
と
は
云
え
な
い
人
物
で
あ
る
。
兼
実

の
目
か
ら
見
て
讃
岐
は
非
常
に
魅
力
的
な
女
房
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

将
来
は
自
分
の
と
こ
ろ
へ
女
房
出
仕
を
さ
せ
た
い
と
望
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
と
推

測
で
き
る
。

兼
実
が
行
頼
か
ら
相
談
を
受
け
た
と
き
は
未
だ
家
経
営
の
基
礎
も
で
き
て
い
な

か
っ
た
頃
で
、
自
分
の
家
女
房
に
と
は
云
え
な
か
っ
た
が
、
後
年
、
兼
実
が
讃
岐

を
自
分
の
本
妻
に
し
た
と
き
、『
玉
葉
』
に
は
「
余
女
房
讃
岐
」
と
書
い
て
い
る

ほ
ど
讃
岐
を
手
元
に
置
き
た
か
っ
た
ら
し
い
。
兼
実
と
姉
弟
関
係
に
当
た
る
皇
嘉

門
院
が
讃
岐
を
女
院
女
房
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
承
諾
し
た
の
で
、
二
十
四

歳
の
讃
岐
は
女
房
勤
め
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
源
氏
一
族
の
行
頼
が
仕
え

て
い
る
皇
嘉
門
院
は
、
父
・
頼
政
か
ら
見
て
も
讃
岐
を
預
け
る
に
は
こ
れ
以
上
の

出
仕
先
は
望
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

永
萬
元
年
（
一
一
六
五
）
二
十
四
歳
の
讃
岐
に
は
再
び
穏
や
か
な
日
々
が
戻
っ

て
き
た
。
若
い
頃
か
ら
父
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
歌
林
苑
へ
も
復
帰
し
、
俊
恵

か
ら
こ
の
上
な
く
高
い
評
価
を
受
け
た
り
、
時
に
は
女
院
か
ら
歌
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ひ
そ
や
か
に
女
房
勤
め
を
再
開
し
た
皇
嘉
門
院
で

の
讃
岐
は
、
女
院
御
所
の
奥
深
く
で
女
院
の
保
護
の
下
に
女
院
に
仕
え
る
女
房
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
に
は
「
後
白
河
院
当
座
歌
合
」
が
催
さ
れ
て
い
る
。

讃
岐
が
こ
の
歌
合
に
出
詠
し
た
と
す
る
資
料
が
定
家
の
『
愚
秘
抄
』
に
見
え
て
い

る４
）

。
こ
こ
に
見
え
る
讃
岐
の
態
度
は
優
雅
で
礼
儀
正
し
く
、
人
々
か
ら
賞
賛
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
見
て
も
立
ち
居
振
る
舞
い
か

ら
行
儀
作
法
ま
で
、
日
々
の
生
活
は
上
流
社
会
の
な
か
で
磨
か
れ
て
い
た
こ
と
を

十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

二
十
二
歳
で
二
条
内
裏
か
ら
姿
を
消
し
た
讃
岐
は
こ
の
歌
合
出
詠
の
年
に
は
二

一
四
九

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
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十
五
歳
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
歌
合
に
出
詠
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
間
の
所
属
先
が
後
白
河
上
皇
に
極
め
て
近
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
後
見
人
が
皇
嘉
門
院
や
兼
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に

示
し
て
い
る
。

右
の
諸
事
情
に
よ
り
、
讃
岐
が
皇
嘉
門
院
へ
女
房
出
仕
を
し
た
の
は
二
十
四
歳

と
設
定
す
る
。

九
条
兼
実

仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
十
月
十
日
、
兼
実
は
未
来
の
高
倉
天
皇
の
傅
に
任
じ

ら
れ
、
十
一
月
十
一
日
に
は
右
大
臣
に
昇
進
し
て
い
る
。
左
記
は
兼
実
（
十
八

歳
）
の
昇
進
記
録
で
あ
る
。

仁
安
元
年
十
月
十
日
条

上
皇
（
後
白
河
）
並
若
宮
渡

御
東
三
条
院
、
依

可

有

立
太
子

事

也
、

燭
之
後
参
内
、

余
今
夜
被

任

傅
也
、

仁
安
元
年
十
月
廿
一
日
条

賜

左
右
近
衛
番
長
各
一
人
、
近
衛
各
三
人
為

随
身
、
又
聴

帯

剣
、

仁
安
元
年
十
一
月
十
一
日
条

右
大
臣
（
十
八
歳
）、
同
日
經
宗
転

左
大
臣
、
清
盛
任

内
大
臣
、

仁
安
元
年
十
一
月
十
四
日
条

皇
太
子
傅
如

元

仁
安
二
年
二
月
十
一
日
条

右
大
臣
、
内
大
臣
宣

任
官

、
次
令

列
之
由
、
被

宣
下
、

兼
実
（
十
九
歳
）
は
地
位
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
広
い
住
居
が
必
要
に
な
り
、

仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
一
月
廿
八
日
、
九
条
亭
へ
渡
居
し
て
い
る５

）

。
十
一
月
六

日
に
は
兼
実
に
長
男
が
誕
生
し
て
お
り
、
新
居
と
は
雖
も
多
く
の
家
女
房
を
住
ま

わ
せ
て
お
く
余
裕
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
に
は
兼
実
の
長
男
は
三
歳
に
な
っ
て
お
り
、
女
院
が

養
子
と
し
て
傍
に
置
い
て
い
る
の
で
兼
実
は
女
院
へ
日
参
し
て
い
る
。
他
に
も
恒

例
の
御
舎
利
講
や
弥
勒
講
、
御
懺
法
と
御
懺
法
結
願
、
御
八
講
、
御
佛
名
、
御
持

佛
堂
供
養
な
ど
、
実
に
小
ま
め
に
皇
嘉
門
院
へ
出
向
い
て
い
る
。
後
年
、
兼
実
の

本
妻
に
な
っ
た
讃
岐
も
、
女
院
で
懺
法
が
行
わ
れ
る
と
当
然
の
よ
う
に
法
要
に
参

入
し
て
お
り
、
兼
実
も
違
和
感
な
く
讃
岐
を
連
れ
て
法
要
に
出
向
き
、
従
来
の
延

長
線
上
で
法
要
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
が
『
玉
葉
』
に
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
紛

れ
も
な
く
皇
嘉
門
院
と
讃
岐
の
繫
が
り
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
頻
繁
に
皇
嘉

門
院
へ
出
向
い
て
い
る
若
い
兼
実
に
と
っ
て
は
、
法
要
や
供
養
だ
け
が
理
由
で
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。

兼
実
の
「
方
違
」
は
実
に
興
味
の
あ
る
行
動
を
示
し
て
い
る
。
嘉
応
二
年
（
一

一
七
〇
）
は
一
月
か
ら
閏
四
月
頃
ま
で
、
季
長
家
に
出
向
き
暁
の
鐘
声
で
即
帰
宅

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
九
月
の
中
頃
か
ら
「
方
違
」
の
先
は
女
院
の
御
所
に
替
わ

り
宿
侍
ま
で
し
て
い
る
が
、
讃
岐
が
女
院
に
詰
め
て
い
る
と
女
院
へ
出
向
い
て
い

た
ら
し
い
。
嘉
応
三
年
（
一
一
七
一
）
に
は
「
方
違
」
の
宿
侍
を
目
的
に
、
女
院

の
御
所
へ
出
向
い
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る６

）

。

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
十
二
月
廿
六
日
、
二
十
一
歳
の
兼
実
は
三
条
萬
里
小

路
第７

）

を
新
し
く
設
け
て
、
新
居
に
家
女
房
数
人
を
置
く
よ
う
に
計
ら
っ
て
い
る
。

一
五
〇

「
二
条
院
讃
岐
の
人
生
」

（
伊
佐
迪
子
）



こ
の
と
き
兼
実
は
「
自
分
も
家
女
房
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
い
ず
れ
は
兼

実
家
へ
来
て
貰
う
。
当
分
の
間
は
そ
の
ま
ま
女
院
へ
」
と
讃
岐
に
仰
せ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
更
に
兼
実
は
讃
岐
の
従
妹
丹
後
を
兼
実
家
の
家
女
房
と
し
て
、
嫡
妻
・

季
行
女
（
長
男
の
母
親
）
の
女
房
に
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
安
元
元

年
（
一
一
七
五
）
の
右
大
臣
家
歌
合
せ
に
「
右
大
臣
家
女
房
丹
後
」
と
し
て
出
詠

さ
せ
て
お
り
、
丹
後
も
生
涯
を
通
じ
て
兼
実
家
の
家
女
房
と
し
て
尽
力
し
た
の
で

あ
っ
た
。

承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
に
な
る
と
兼
実
の
「
方
違
」
は
頼
輔
朝
臣
南
家
に
替

わ
り
、
後
年
、
頼
輔
女
に
兼
実
息
が
誕
生
し
て
い
る
。「
方
違
」
に
名
を
借
り
た

若
き
日
の
兼
実
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
四
月
十
五
日
に

嫡
妻
に
は
着
帯
の
儀
が
行
わ
れ
て
、
同
年
九
月
廿
三
日
、
姫
君
が
誕
生
し
た
。
後

の
後
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
・
任
子
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
の
と
き
讃
岐
は
三
十
二
歳
に

な
っ
て
い
た
が
、
乳
母
で
は
な
い
姫
君
の
教
育
係
と
し
て
、
ま
た
本
妻
と
し
て
兼

実
家
の
家
経
営
に
尽
力
す
る
た
め
に
、
姫
君
の
誕
生
を
機
会
に
兼
実
の
要
請
に
よ

り
、
兼
実
の
も
と
へ
出
仕
し
た
。

讃
岐
が
兼
実
家
へ
出
仕
し
た
こ
ろ
、
兼
実
は
自
分
の
妻
を
複
数
持
つ
こ
と
と
、

家
の
運
営
と
将
来
の
姫
君
の
入
内
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
自
分
の
人
生
設
計
を

に
描
い
て
い
た
。
讃
岐
の
助
力
を
期
待
し
他
か
ら
の
助
言
を
も
取
り
入
れ
て
、
家

門
の
繁
栄
を
願
い
錦
絵
の
下
書
き
を
書
き
始
め
た
兼
実
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
女
院
女
房
へ
出
仕
を
し
た
二
十
四
歳

か
ら
兼
実
の
元
へ
出
仕
し
た
三
十
二
歳
の
秋
ま
で
、
八
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。

こ
の
間
に
讃
岐
が
兼
実
の
子
を
儲
け
て
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
讃
岐
の
身
辺
に
子
ど
も
の
影
は
全
く
見
え
て
い
な
い
の
で
、

儲
け
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
幼
く
し
て
亡
く
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
は
、

自
撰
集
に
見
え
る
「
呆
然
と
し
て
泣
き
続
け
て
い
る
讃
岐
の
姿
」
で
あ
り
、
何
を

物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
兼
実
家
へ
出
仕
し
て
以
後
の
讃
岐
に
は
、
兼
実

の
子
を
儲
け
た
気
配
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

讃
岐
が
兼
実
家
へ
出
仕
し
兼
実
の
本
妻
と
し
て
そ
の
地
位
を
固
め
て
い
く
に
つ

れ
て
、
讃
岐
三
十
五
歳
の
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
頃
以
降
、
兼
実
家
で
は
歌
会

が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
頼
政
が
必
ず
参
加
し
て
お
り
、
兼
実
に
対

す
る
感
謝
と
、
娘
が
兼
実
の
本
妻
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
喜
び
、

そ
し
て
父
親
で
あ
る
こ
と
へ
の
誇
り
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

右
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
り
兼
実
家
へ
の
実
質
的
な
出
仕
時
期
は
、
讃
岐
が
三
十

二
歳
の
秋
と
設
定
す
る
。

中
宮
育
子

皇
嘉
門
院
は
崇
徳
天
皇
の
皇
后
で
兼
実
の
姉
妹
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
女
院
御

所
の
度
重
な
る
火
災
に
も
兼
実
の
世
話
に
な
り
、
藤
原
家
の
保
護
の
も
と
に
生
涯

を
終
え
た
人
物
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
皇
嘉
門
院
の
判
官
代
は
源
氏
一
族
の
頼

行
で
、
そ
の
子
の
国
行
も
女
院
へ
出
仕
し
て
い
る
。
後
年
、
兼
実
家
の
「
北
政

所
」
に
就
い
た
讃
岐
を
後
方
か
ら
支
え
て
く
れ
た
の
は
国
行
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
皇
嘉
門
院
の
御
所
で
あ
っ
た
の
で
、
頼
政
も
讃
岐
を
安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

住
み
込
み
で
は
な
い
場
合
の
女
房
勤
め
は
、
凡
そ
七
日
を
一
区
切
り
と
し
て
、

出
勤
と
退
出
を
繰
り
返
し
て
お
り
非
番
の
と
き
に
は
か
な
り
自
由
が
利
く
。
讃
岐

は
父
と
連
れ
立
っ
て
歌
林
苑
に
参
加
し
、
更
な
る
歌
の
修
練
を
積
ん
で
い
た
と
考
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え
ら
れ
る
。
讃
岐
の
歌
林
苑
風
の
優
し
い
歌
風
は
、
当
時
の
歌
壇
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
お
り
、
歌
林
苑
に
お
け
る
讃
岐
の
動
き
は
『
玉
葉
和
歌
集
』
や
『
月
詣
和

歌
集
』
に
収
め
ら
れ
た
詠
歌
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

歌
林
苑
主
宰
者
の
俊
恵
は
早
く
か
ら
『
歌
苑
抄
』
に
お
い
て
讃
岐
に
高
い
評
価

を
与
え
て
い
る８

）

。
更
に
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
に
は
『
歌
仙
落
書
』
が
父
頼
政

を
超
え
て
讃
岐
を
高
く
評
価
し
て
い
る９

）

。『
歌
仙
落
書
』
が
讃
岐
へ
の
高
い
評
価

を
み
せ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
歌
壇
の
流
派
事
情
が
絡
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か

と
も
思
え
る
が
、
讃
岐
の
後
見
に
あ
る
皇
嘉
門
院
や
兼
実
の
存
在
が
、
威
力
を
発

揮
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
兼
実
や
女
院
の
後
見
に
頼
ら

ず
と
も
、
讃
岐
自
身
が
持
っ
て
い
る
優
れ
た
歌
才
を
、
当
時
の
歌
人
達
が
認
め
た

証
で
あ
る
と
も
云
え
よ
う
。

長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
二
十
二
歳
で
二
条
天
皇
の
内
裏
を
退
出
し
た
讃
岐
は
、

暫
く
の
あ
い
だ
両
親
の
も
と
に
居
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
讃
岐
の
心
も
落

ち
着
き
を
見
せ
て
歌
林
苑
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
寛
二
年
（
一
一
六

四
）
に
は
俊
恵
か
ら
讃
岐
歌
を
高
く
評
価
さ
れ
、
明
け
て
永
萬
元
年
（
一
一
六

五
）
二
十
四
歳
の
讃
岐
は
皇
嘉
門
院
へ
再
女
房
出
仕
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
年

の
七
月
廿
八
日
、
二
条
院
の
崩
御
で
あ
る
。
女
院
へ
再
女
房
出
仕
を
し
な
が
ら
密

や
か
に
生
き
て
い
る
讃
岐
は
、
前
述
の
よ
う
に
二
条
院
を
偲
ぶ
歌
を
自
ら
の
意
思

で
詠
ま
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
二
条
天
皇
の
中
宮
育
子
の
内
裏
退

出
後
の
御
所
は
、
中
宮
育
子
が
兼
実
の
姉
妹
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
皇
嘉
門
院
の

御
所
に
同
居
と
い
う
形
で
定
め
ら
れ
た
。
中
宮
育
子
と
の
再
会
は
、
女
院
女
房
の

讃
岐
に
と
っ
て
思
い
が
け
な
い
事
態
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。

讃
岐
が
三
十
二
歳
に
な
っ
た
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
八
月
十
五
日
に
は
皇
后

育
子
の
崩
御
が
あ
っ
た
。
八
月
八
日
頃
に
御
不
豫
が
始
ま
り
、
わ
ず
か
一
週
間
ほ

ど
病
床
に
あ
っ
て
二
十
八
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。
八
月
十
六
日
に

は
御
葬
礼
が
あ
り
、
八
月
廿
四
日
に
は
女
院
と
兼
実
が
除
服
を
し
て
い
る
。
八
月

廿
九
日
に
は
最
後
ま
で
お
仕
え
し
た
讃
岐
も
禊
を
修
し
て
、
精
進
潔
斎
を
し
て
い

る
の
が
『
玉
葉
』
に
見
え
て
い
る10

）

。
ま
た
『
愚
管
抄
』
に
は
皇
后
育
子
は
中
宮
の

ま
ま
で
崩
御
に
な
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

崩
御
の
と
き
女
院
の
女
房
も
皇
后
の
女
房
も
区
別
な
く
、
皇
后
育
子
の
最
期
に

お
仕
え
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
讃
岐
は
、
二
条
院
皇
后
に
最
後
ま
で
お
仕

え
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、「
二
条
院
の
讃
岐
」
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
讃
岐
に
は
先
世
の
因
縁
を
思
わ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
と

云
え
よ
う
。
先
行
研
究
で
は
「
讃
岐
が
二
条
院
讃
岐
を
名
乗
り
に
し
て
い
る
の
は

主
家
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
讃
岐
に
と
っ
て
女
院
も
兼

実
家
も
大
切
な
主
家
で
あ
る
。
兼
実
を
は
じ
め
周
り
の
誰
も
が
女
院
や
育
子
皇
后

と
讃
岐
と
の
経
緯
を
語
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
先
行
研
究
の
説
は
肯
定
し
難
い
。

続
い
て
九
月
廿
三
日
、
兼
実
に
は
姫
君
の
誕
生
が
あ
っ
た
。
皇
后
育
子
の
崩
御

と
姫
君
の
誕
生
を
機
に
未
来
の
人
生
に
向
か
っ
て
、
讃
岐
は
三
十
二
歳
の
秋
に
手

筈
を
整
え
て
兼
実
の
元
へ
と
出
向
い
た11

）

。

右
の
情
況
に
よ
り
兼
実
女
房
へ
の
出
仕
を
、
讃
岐
の
三
十
二
歳
の
秋
に
設
定
す

る
。

お
わ
り
に

本
稿
に
お
い
て
讃
岐
の
前
半
生
の
動
静
不
明
な
時
期
の
解
明
を
試
み
た
。
こ
こ

に
お
い
て
十
四
歳
か
ら
三
十
三
歳
ま
で
の
人
生
は
解
明
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

一
五
二

「
二
条
院
讃
岐
の
人
生
」

（
伊
佐
迪
子
）



左
記
に
讃
岐
の
動
静
一
覧
の
纏
め
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

久
壽
二
年
（
一
一
五
五
）

十
四
歳

東
宮
女
房
出
仕
希
望
萌
芽
。
歌
林
苑
に

父
と
参
加
。
以
後
継
続
。

保
元
元
年
（
一
一
五
六
）

十
五
歳

保
元
の

。

保
元
二
年
（
一
一
五
七
）

十
六
歳

東
宮
御
所
へ
女
房
出
仕
。

保
元
三
年
（
一
一
五
八
）

十
七
歳

継
続
し
て
二
条
天
皇
内
裏
へ
女
房
出
仕
。

平
治
元
年
（
一
一
五
九
）

十
八
歳

内
裏
女
房
。
初
内
裏
和
歌
会
出
詠
。

永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）

十
九
歳

内
裏
女
房
。
内
裏
和
歌
会
出
詠
。

応
保
元
年
（
一
一
六
一
）

二
十
歳

内
裏
女
房
。
内
裏
和
歌
会
出
詠
。

応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
二
十
一
歳

内
裏
女
房
。
中
宮
育
子
貝
合
出
詠
。

長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
二
十
二
歳

内
裏
女
房
辞
退
。
歌
林
苑
継
続
。
刑
部

卿
逆
修
和
歌
会
出
詠
。

長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
二
十
三
歳

俊
恵
が
『
歌
苑
抄
』
に
て
讃
岐
歌
を
高

く
評
価
。

永
萬
元
年
（
一
一
六
五
）
二
十
四
歳

皇
嘉
門
院
女
房
出
仕
。『
続
詞
花
集
』・

『
今
撰
集
』
入
集
。

七
月
廿
八
日

二
条
院
崩
御
。
讃
岐
に
二
条
院
を
偲
ぶ

歌
な
し
。

内
裏
退
出
後
の
皇
后
育
子
の
御
所
は
皇

嘉
門
院
御
所
に
同
居
。

仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
二
十
五
歳

女
院
女
房
。「
後
白
河
院
当
座
歌
合
」

出
詠
。

仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
二
十
六
歳

女
院
女
房
。
兼
実
・
長
男
良
通
誕
生
。

後
に
女
院
の
養
子
。

仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
二
十
七
歳

女
院
女
房
。
歌
林
苑
継
続
。

嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
二
十
八
歳

女
院
女
房
。
兼
実
・
次
男
良
経
の
誕
生

年
。（
記
述
な
し
・
母
不
明
）

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
二
十
九
歳

女
院
女
房
。
兼
実
の
方
違
先
。（
九
月

〜
年
末
は
女
院
御
所
に
宿
侍
。）

十
二
月
廿
六
日

兼
実
・
三
条
萬
里
小
路
第
へ
渡
居
。
家

女
房
数
名
を
置
く
。

丹
後
が
兼
実
家
へ
出
仕
。
良
通
の
母
付

き
家
女
房
に
。

承
安
元
年
（
一
一
七
一
）

三
十
歳

女
院
女
房
。
兼
実
の
方
違
先
。（
女
院

御
所
に
宿
侍
。）

承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
三
十
一
歳

女
院
女
房
。
『
歌
仙
落
書
』
が
讃
岐
を

高
く
評
価
。

承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
三
十
二
歳

女
院
女
房
。
兼
実
の
方
違
先
。（
頼
輔

南
家
へ
。）

八
月
八
日
頃

皇
后
育
子
御
不
豫
。

八
月
十
五
日

皇
后
育
子
薨
逝
。

八
月
十
六
日

皇
后
育
子
御
葬
礼
。

八
月
二
十
四
日

女
院
と
兼
実
・
除
服
。

八
月
二
十
九
日

讃
岐
・
禊
を
修
す
。

九
月
二
十
三
日

兼
実
・
姫
君
誕
生
。（
後
の
後
鳥
羽
天

皇
中
宮
・
任
子
。）
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十
一
月
十
六
日

兼
実
・
九
条
亭
へ
帰
渡
。
萬
里
小
路
第

を
讃
岐
の
居
所
に
。

讃
岐
は
姫
君
誕
生
を
機
に
兼
実
女
房
へ

出
仕
の
支
度
を
す
る
。

承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
三
十
三
歳

兼
実
女
房
。
兼
実
家
へ
本
格
的
に
出
仕
。

右
記
の
年
表
は
讃
岐
の
未
解
明
で
あ
っ
た
前
半
生
の
軌
跡
で
あ
る
。
既
発
表
の

拙
稿
二
稿
は
先
行
研
究
に
従
い
出
生
年
を
設
定
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
と
は
一
年

の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

本
稿
に
お
い
て
、
先
行
研
究
で
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
讃
岐
と
皇
嘉
門
院

と
の
繫
が
り
を
、
更
に
は
讃
岐
と
兼
実
と
の
詳
細
な
繫
が
り
を
も
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
源
氏
一
族
の
「
え
に
し
」
か
ら
讃
岐
の
人
生
が
徐
々
に
開
け
て

行
き
、
後
半
生
へ
と
繫
が
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
把
握
出
来
た
の
で
、
讃
岐
の
前
半

生
の
年
表
が
作
成
可
能
に
な
っ
た
。

ま
た
、
讃
岐
を
自
分
の
女
房
に
す
る
為
に
、
兼
実
の
努
力
は
大
変
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
讃
岐
は
三
十
三
歳
か
ら
本
格
的
に
兼
実
女
房
と
し
て

歌
の
世
界
か
ら
も
遠
退
き
、
兼
実
家
の
中
枢
に
あ
っ
て
兼
実
の
内
外
の
秘
書
役
を

務
め
、
懸
命
に
兼
実
家
に
尽
く
し
た
。
後
半
生
の
讃
岐
は
兼
実
の
自
分
に
対
す
る

思
い
や
り
の
あ
る
計
ら
い
に
対
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
対
処
し
た
。

讃
岐
自
身
の
心
の
内
は
二
条
天
皇
の
内
裏
を
出
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皇

后
育
子
の
最
期
ま
で
お
仕
え
す
る
こ
と
に
な
り
、
因
縁
の
深
さ
を
嚙
み
し
め
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。「
二
条
院
讃
岐
」
の
名
乗
り
は
讃
岐
に
と
っ
て
、
何
も
の
に
も
代

え
難
い
重
み
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
年
、
四
十
七
歳
で
『
千
載
和
歌
集
』

に
入
集
し
た
讃
岐
の
詠
歌
が
あ
る
。
讃
岐
の
胸
に
去
来
す
る
万
感
を
託
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
の
詠
を
も
っ
て
こ
の
稿
を
措
く
こ
と
に
し
た
い
。

き
み
こ
ふ
る
心
の
や
み
を
わ
び
つ
つ
は
此
世
ば
か
り
と
お
も
は
ま
し
か
ば12

）

〔
注
〕

１
）「『
玉
葉
』
に
見
え
る
二
条
院
讃
岐
像
」

（『
花
園
論
究
』
三
十
三
号
、
平
成
十
七
年
十
二
月
）

「
二
条
院
讃
岐
新
考
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
36
号
、
平
成
二
十
年
三
月
）

２
）

子
中
宮
の
表
記
。『
尊
卑
分
脈
』
は
妹
子
中
宮
。『
系
図
纂
要
』
に
よ
れ
ば

子
中
宮
。

３
）
慈
圓
著
『
愚
管
抄
』
巻
第
五

二
条
（
日
本
古
典
文
学
大
系

岩
波
書
店
）

４
）
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
二
十
五
歳
頃
の
讃
岐
が
「
後
白
河
院
当
座
歌
合
」
に

参
入
し
て
お
り
、
定
家
の
『
愚
秘
抄
』
が
人
々
の
讃
岐
に
対
す
る
評
価
を
伝
え

て
い
る
。

金
吾
の
口
伝
の
う
ち
に
。
女
房
の
故
実
に
。
兼
日
の
懐
紙
な
き
時
は
。

後
白
河
院
の
仁
安
御
歌
合
。
当
座
に
て
侍
り
け
る
に
。
讃
岐
参
た
り
け
る

に
。
扇
を
さ
し
出
し
て
題
を
た
ま
は
り
け
る
と
か
や
。
ま
こ
と
に
あ
る
中

に
き
は
も
た
ち
て
。
い
み
じ
く
見
え
た
り
け
る
と
な
ん
申
侍
り
。
…
…

５
）
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
一
月
廿
八
日
条

今
日
、
渡

居
九
条
亭

也
、：
『
玉
葉
』

６
）
兼
実
の
「
方
違
」
先
が
女
院
の
御
所
に
代
っ
て
い
る
。：
『
玉
葉
』

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
九
月
十
九
日

今
夜
為

方
違

参

女
院
御
所

宿
侍
、

十
一
月
廿
八
日

参

女
院

、
今
夜
方
違
如

恒
、

嘉
応
三
年
（
一
一
七
一
）
三
月

六
日

今
日
方
違
如

先
、

四
月
廿
一
日

今
日
方
違
如

先
々
、

六
月

六
日

今
夜
方
違
如

恒
、

十
月
廿
一
日

今
日
所
労
頗
宜
、

可

方
違
、
参

女
院
御
方
桟
敷
屋
、

７
）
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
十
二
月
廿
六
日
条

一
五
四

「
二
条
院
讃
岐
の
人
生
」

（
伊
佐
迪
子
）



下
官
渡

居
三
條
萬
里
小
路
第
、
件
家
、
隆
輔
朝
臣
家
也
、：
『
玉
葉
』

８
）『
歌
苑
抄
』
に
見
え
る
讃
岐
歌
の
評
価
で
あ
る
。
俊
恵
が
讃
岐
歌
に
高
評
価
を
与

え
て
い
る
こ
と
を
、
鴨
長
明
が
『
無
名
抄
』（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
の
中

で
、
述
べ
て
い
る
。

〔
代
々
恋
歌
秀
歌
事
〕

俊
恵
語
云
、「
・
・
・
し
か
る
を
、
俊
恵
が
哥
苑
抄
の
中
に
は
、

一
夜
と
て
夜
離
れ
し
床
の
小
莚
に
や
が
て
も
塵
の
積
り
ぬ
る
哉

是
を
な
ん
お
も
て
哥
と
思
ひ
給
ふ
る
は
い
か
ゞ
侍
ら
ん
」
と
ぞ
。

９
）『
歌
仙
落
書
』

承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
讃
岐
の
三
十
一
歳
頃
に
成
立

讃
岐
に
対
す
る
高
い
評
価
が
見
え
て
い
る
。

二
條
院
讃
岐

四
首

頼
政
朝
臣
女

「
風
体
え
む
な
る
を
先
と
し
て
、
い
と
ほ
し
き
さ
ま
な
り
、
女
の
う
た
か
く
ぞ
あ

ら
め
と
、
あ
は
れ
に
も
侍
る
か
な
。
家
の
風
た
え
ず
申
さ
ん
む
事
も
お
ろ
か
な

り
、
ち
ち
の
朝
臣
よ
り
は
、
え
ん
な
る
か
た
は
立
ち
ま
さ
り
て
や
、
末
の
よ
に

は
出
来
た
が
く
な
む
、
九
月
ば
か
り
ね
覚
が
ち
な
る
床
ち
か
く
、
む
し
の
声
声
、

か
れ
が
れ
に
聞
ゆ
る
暁
が
た
に
、
夢
さ
め
た
る
心
地
こ
そ
す
れ
。」

袖
ぬ
ら
す
小
夜
の
ね
ざ
め
を
し
り
が
ほ
に
枕
に
な
る
る
虫
の
こ
ゑ
ご
ゑ

：
『
新
編
国
歌
大
観
』

10
）
皇
后
育
子
が
体
調
不
良
か
ら
崩
御
。
そ
し
て
御
葬
礼
。
皇
嘉
門
院
と
兼
実
の
除

服
。
讃
岐
の
禊
。

産
祈
。
兼
実
の
姫
君
誕
生
へ
と
続
く
『
玉
葉
』
の
記
述
で
あ
る
。

（
兼
実
は
妻
の
姫
君
母
・
季
行
女
も
女
房
と
表
記
す
る
。
讃
岐
三
十
二
歳
。

兼
実
二
十
五
歳
。）

承
安
三
年
（
一
一
七
三
）

八
月

八
日

皇
后
宮
此
五
六
日
不
例
御
座
、

八
月

十
日

自

女
院
御
方

被

仰
云
、
皇
后
育
子
日
来
御
不
豫
、

只
今
己
危
急
、

八
月
十
一
日

皇
后
宮
聊
宜
御
座
云
々
、
尤
可

被

渡

他
所
、
女
房

等
無

承
引
、

八
月
十
二
日

宮
御
悩
危
急
之
由
、
宮
可

被

渡

他
所

之
由
、
女

院
無

御
承
引
、

八
月
十
三
日

宮
獲
麟
給
之
由
有

其
聞
、
頃
之
、
落
居
給
云
々
、
今

暁
、
大
便
謝
給
了
、
又
聊
有

御
食
事

云
々
、
此
事

還
可

恐

、

八
月
十
五
日

戌
剋
許
、
皇
后
宮
薨
逝
、・
・
・
・
女
院
即
渡

御
下

官
直
廬
、
宮
御
年
二
十
八
、
十
二
年
之
后
位
如

夢

、

八
月
十
六
日

今
日

奉

盗
出

之
、
奉

渡

中
山
法
印
之
墓
所
堂
、

不

出

給
御
門
等
、
依

方
角
悪
、
壊

築
垣

也
、
如

形
有

葬
礼

云
々
、

八
月
十
七
日

依

日
次
宜
、
女
房
相
共
渡

六
条
坊
門
大
宮
第
、
女

院
九
条
第
、

八
月

廿
日

問

方
違
事
於
泰
親
、
泰
親
云
、
三
白
九
紫
方
者
、
第

一
吉
方
也
、

八
月
廿
三
日

候

女
院
、
無

別
事
、

八
月
廿
四
日

女
院
有

御
除
服
、・
・
・
・
・
下
官
出

河
原

解
除
、

八
月
廿
九
日

女
房
修

禊
、

八
月

卅
日

参

女
院
、
入

夜
帰

大
宮
、

九
月

九
日

招

佛
厳
聖
人
、
女
房
（
季
）
令

授
戒
、

九
月

十
日

産
祈
、

九
月
十
四
日

参

九
条
殿
、

九
月
廿
三
日

辰
刻
許
、
無

辛
苦

平

産
女
子
、

11
）
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）

十
一
月
十
六
日

今
日
、
自

大
宮
第
、
帰

渡
九
条
、
余
自

本
在

此

第
、
女
房
許
来
也
、
頼
輔
朝
臣
在

共
、
前
駈
四
人
、

余
網
代
車
、
出
車
二
両
、（
季
長
朝
臣
、
光
經
等
也
、）

密
々
儀
也
、

燭
来

此
第
、：
『
玉
葉
』

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
十
二
月
廿
六
日
に
兼
実
は
萬
里
小
路
第
へ
渡
居
し
、

家
女
房
を
数
人
置
い
て
い
た
が
元
の
九
条
亭
へ
帰
渡
し
た
。
嫡
妻
と

子
ど
も
た
ち
は
九
条
亭
に
居
り
、
兼
実
は
萬
里
小
路
第
を
讃
岐
の
居

所
に
宛
て
る
計
ら
い
を
し
て
い
る
。

一
五
五

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
三
十
八
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）



12
）
参
考
書
（
小
田

剛
著
『
二
条
院
讃
岐
全
歌
注
釈
』
和
泉
書
院
）

「
来
世
ま
で
も
こ
の
妄
執
が
続
く
の
か
と
思
い
悩
む
心
」
と
「
現
世
だ
け
の
苦
し

み
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
非
常
に
淋
し
い
と
思
い
悩
む
心
」
と
、

悩
み
の
事
象
を
複
合
的
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
詠
歌
手
法
は
更
に
深
化
し
た

「
複
合
的
表
現
形
態
手
法
」
で
あ
り
、
晩
年
に
な
っ
て
歌
人
本
来
の
資
質
が
大
き

く
開
花
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
詠
で
あ
る
。

題
詠
歌
で
は
な
い
の
で
、
自
身
の
胸
の
内
に
詠
出
視
点
を
置
い
て
、
控
え
目
で

慎
み
深
い
讃
岐
が
自
分
の
心
情
を
露
呈
し
て
い
る
。

（
い
さ

み
ち
こ

佛
教
大
学
研
究
員
、
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻

博
士

後
期
課
程
満
期
退
学
）

（
指
導：

黒
田

彰

教
授
）

二
〇
〇
九
年
九
月
二
十
六
日
受
理

一
五
六

「
二
条
院
讃
岐
の
人
生
」

（
伊
佐
迪
子
）




